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A
側
同

B
dw
也、

干官の

道
路

住
宅
建
設
費
な
ど

七
月
市
議
会
、

補
正
予
算
を
可
決

市
議
会
七
月
定
例
会
は
十
日
か
ら
一
九
日
間
聞
か
れ
、
道
路
新
設
改
良
費
な
ど
を
訂
上
し
た
一
般
会
計
出
補
正
予

算
五
千
五
百
六
十
五
万
五
千
円
、
平
野
小
・
蔵
川
小
学
校
水
泳
プ
1
ル
経
設
委
員
会
条
例
な
ど
二
十
議
案
の
ほ

か
、
陳
情
。
請
願
二
十
三
併
を
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
し
ま
し
た
。

国常開拓パイロット事業

一
市
長
は
じ
め
関
係
職
員
、
農
業
関
係
指
導
者
ら
一

一
一
行
三
十
人
は
、
さ
る
五
月
末
、
国
営
開
拓
パ
イ
一

一
ロ
ッ
ト
事
業
の
先
進
地
で
あ
る
九
州
鹿
児
島
県
鹿
一

一
屋
市
の
笠
野
原
地
区
を
視
察
し
ま
し
た
υ

そ
の
概
十

一
要
素
上
で
報
告
し
て
も
る
い
ま
し
た
一

議
決
し
た
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
一
壬
二
百
七
十
万
七
千
円
、
公
営
住
宅
一
す
る
た
め
の
一
部
事
務
組
合
を
設
け

り

で

す

。

一

輩

出

費

一

千

九

百

九

十

一

一

万

円

、

災

一

る

も

の

。

三
般
会
計
補
正
予
算
橋
正
総
額
一
害
復
旧
費
四
百
土
万
九
千
円
な
と
一

V
大
州
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

は
、
五
千
万
亘
ハ
十
五
万
五
千
円
(
一
草
野
小
学
校
@
蔵
川
小
学
校
水
泳
三
大
洲
分
団
の
再
編
成
に
よ
る
も
の

一
般
会
計
総
額
は
あ
わ
せ
て
十
億
五
一

1
ル

護

委

員

ム

嘉

例

平

野

小

一

|

-

-

一

l
J

千
二
百
九
万
二
百
と
な
る
)
こ
の
一
学
校
長
川
小
学
校
長
泳
ブ
ー
ル
一
福
祉
年
金

れ

説

明

日

寸

前

山

由

咋

一

げ

九

日

幻

自

心

計

十

日

間

判

明

と

一

を

改

善

一

む

諸

問

討

し

れ

口

日

目

日

日

刊

JMMU計十
日
目

イ
ロ
ッ
ト
董
轟
査
費
八
十
万
円
、
一

V
大
洲
@
肱
川
伝
染
病
隔
離
一
塁
品
組
合
一
こ
と
し
も
、
七
十
緩
以
上
の
お
年
寄
一
ょ
う
と
、
各
地
区
三
聞
い
て
い
た
農
政
一
る
水
出
は
零
細
。
分
散
的
で
、
生
産

農

林

道

の

新

設

事

業

補

助

金

四

十

八

一

の

設

立

大

洲

市

と

肱

川

町

で

隔

一

り

や

身

俸

障

害

者

、

夫

と

死

別

し

た

旦

懇

談

合

、

四

月

お

平

野

費

量

一

票

低

く

非

能

率

的

な

の

で

、

早

く

納

税

こ

あ

た

っ

て

は

、

喜

納

税

万

円

、

道

路

霊

改

良

関

係

経

費

二

一

票

古

学

主

警

共

同

処

理

一

子

家

庭

の

か

た

を

対

象

と

し

た

福

祉

年

一

後

に

全

地

域

を

終

え

、

こ

の

ほ

ど

量

一

規

模

華

大

し

て

営

農

団

地

を

つ

く

制

度

の

利

用

を

お

す

す

め

し

ま

す

。

一
金
の
内
容
の
改
善
高
る
、
国
民
年
金
一
要
望
を
取
り
ま
と
め

tた
。

こ

れ

ら

一

り

た

い

。

も

し

補

助

対

象

に

な

ら

な

こ

の

制

度

は

金

融

機

関

(

銀

行

、

相

ム

た

だ

い

ま

、

市

誌

編

さ

ん

の

賛

助

員

2
F成

p
f
E一
室
長
行
な
わ
れ
ま
し
だ
お
も
一
の
中
に
は
も
っ
と
も
で
深
刻
な
置
な
一
け
れ
ば
、
市
単
独
で
も
開
発
し
て
ほ

j

i

i

l

Z集
中
で
(
金
二
千
百
卜
刺
入
の

議
長
矢
艶
詰
副
議
長
駆
匝
β
一
予
言
語
の
引
き
上
げ
②
一
ど
が
多
い
の
で
、
関
係
機
関
に
強
力
に

τい(
久

米

、

柳

沢

、

蔵

川

、

書

豆

ο

一
耳
目
、
市
誌
を
刊
行
の
露
呈

f
l
;

一

所

得

に

よ

る

制

限

の

緩

和

な

ど

で

二

三

働

き

か

け

、

実

現

に

努

力

す

る

こ

と

に

一

八

書

置

が

要

望

)

一

そ

の

ほ

か

皇

室

、

相

手

の

選

定

一

見

し

ま

す

)

地

医

長

さ

ん

へ

お

取

り

霊

長

大

宮

本

A
号

、

尾

議

長

l
矢

野

誠

氏

(

江

)

市

一

の

内

容

は

次

の

さ

つ

な

も

の

で

す

。

一

な

り

ま

し

た

。

一

審

警

確

保

対

策

と

し

て

、

警

に

一

相

談

な

ど

く

わ

し

い

と

と

は

次

の

間

相

一

ま

と

め

を

依

頼

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

事
長
、
山
中
間
議
長
の
辞
任
に
伴
う
正
一
一
一
期
、
副
議
長
、
厚
生
。
文
教
各
一
①
年
金
額
の
引
き
上
げ
一
多
く
の
意
見
が
で
ま
し
た
が
、
お
も
一
な
っ
て
相
談
や
指
導
に
あ
た
っ
て
く
一
談
所
へ
お
問
い
合
わ
?
だ
さ
い
。
一
さ
つ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

肝

十

日

吉

田

時

石

原

註

十

戸

市

一

目

目

当

日

昨

日

U
R
P
U
H
-
-
Zく
実

施

一

日

一

軒

目

立

-
2業官
官
確
保
す
る
一
っ
て
農
業
に
精
進
し
近
代
的
な
自
立
一
説

f相
工

詰

日

刊

誌

品

目

一
議
一
一
期

1
2農
林
委
員
長
、
総
務
一
障
害
福
祉
年
金
は
三
百
三
万
二
一
し
て
ほ
し
い
。
一
の
行
政
的
な
指
導
、
援
助
が
ほ
し
い
一
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
農
業
譲
吉
一
農
家
の
育
成
と
文
化
的
な
閉
る
い
農
村
一

J
l
j川
I
一

〔
陥
歴
〕
一
商
工
司
委
員
長
歴
任
、
農
業
、
回
処
一
千
四
百
円
に
O
母
子
、
吉
子
福
祉
一
地
域
で
は
震
と
張
中
心
の
雑
多
一
(
上
書
、
一
一
一
重
巴
一
よ
い
配
偶
者
室
っ
せ
ん
、
霊
堂
前
時
間
花
時
計
T
間

関

誌

長

一

昔

惜

受

付

一

日

日

目

前

川

町

目

前

引

れ

NG

刊

誌

U
j
i
-
-
m
i
l
o
j
w
u場
。
州

W
H
y
t
m
W
H
i
t
l
-削
h
O帆
判
明
日
常
川

whw師
、
山
一
に
農
業
後
総
省
結
婚
相
談
所
喜
一
首
す
一
恵
国
で
き
る
一
一
方
、
事
務
局
で
は
各
連
絡
所
(
旧
大

ん
i
)
し

な

い

普

通

栽

培

に

比

較

し

一

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

一

一

洲

町

分

は

本

庁

)

に

保

管

し

て

い

る

旧

長
二
倍
の
霊
童
げ
て
い
ま
一
相
談
所
は
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
一
消
費
生
活
改
善
に
つ
い
て
の
高
の
玄
関
係
の
雲
言
ひ
と
と
お
り
あ
一

一
農
業
改
良
普
及
所
、
農
業
後
継
者
対
策
一
あ
る
方
の
た
め
に
、
市
役
所
の
受
付
に
十
つ

J

ず

。

乙

れ

を

み

る

と

合

理

的

に

水

を

一

一

一

た

っ

て

き

ま

し

六

一

一
協
議
〈
詰
ど
の
理
解
の
あ
る
組
織
と
連
一
窓
口
が
で
き
ま
し
た
。
一

利
用
し
た
震
が
、
い
か
に
経
営
形
一
絡
を
惰
に
し
て
二
気
が
る
に
利
用
で
き
一
買
っ
た
品
物
の
量
日
直
り
な
か
っ
一
市
誌
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
大
一

号
支
配
す
る
か
を
如
実
に
物
語
二
る
相
談
所
に
な
る
よ
う
つ
と
め
る
こ
と
一
た
と
か
品
質
が
悪
か
っ
た
と
か
、
そ
の
一
洲
市
民
の
生
活
に
関
し
て
、
あ
り
の
ま

て
い
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
一
に
し
て
い
ま
す
。
一
他
い
ろ
い
ろ
の
問
題
に
つ
い
て
、
直
接
一
ま
の
姿
を
、
過
去
か
ら
現
在
に
い
た
る
広

畑
地
か
ん
が
い
営
農
改
善
計
画
に
一
相
談
は
秘
密
保
持
に
寵
意
し
、
他
町
一
お
屈
に
言
い
難
い
場
合
ま
た
は
一
一
二
回
っ
て
一
経
緯
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
皐
早
か
ら
一

よ
れ
ば
、
完
成
の
四
十
八
年
度
に
は
石
農
業
委
員
会
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
一
事
事
さ
い
と
き
な
ど
窓
口
に
申
一
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
一

組
収
益
、
遣
で
ニ
O
二
%
、
量
一
て
、
広
く
照
会
業
務
を
展
開
、
よ
り
よ

τ出
て
く
だ
さ
い
。
一
乙
の
よ
っ
な
震
で
、
旧
役
場
の
資
一

三
二
八
%
、
計
二
一
Z

宛
と
し
て
と
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
発
見
に
つ
と
め
ま
す
一
こ
の
制
定
、
通
産
省
消
費
生
活
改
一
料
は
そ
の
一
部
分
で
あ
り
、
問
委
一

手
。
一
ぜ
ひ
気
が
る
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
苦
情
処
理
要
領
に
よ
る
も
の
で
、
旦
々
や
組
合
ま
た
は
部
事
の
資
料
に
あ
一

一

な

お

相

談

は

土

曜

、

日

曜

、

祝

祭

日

一

産

大

臣

が

委

嘱

し

た

消

費

生

活

改

善

モ

一

一

課
む
ほ
か
官
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
一
一
タ
ー
が
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
な
っ
豆
、
普
か
ら
の
慣
行
や
言
い
伝
え

ι一

四
時
ま
で
で
、
相
談
の
費
用
は
い
り
ま
一
て
い
ま
す
。
一
ど
に
詳
し
い
か
た
が
た
を
で
き
る
だ
け
一

た
ず
ね
て
、
一
層
広
〈
深
く
調
査
を
す
一

す
め
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
精
査
し
、
一

選
択
確
定
し
た
う
え
、
記
述
@
捻
献
・
一

編
集
す
る
こ
と
は
容
易
な
わ
さ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
画
期
的
な
大
事
業
と
し

て
刊
行
さ
れ
る
市
誌
は
、
市
内
の
各
戸

に
一
冊
ず
つ
備
え
て
お
い
て
、
時
に
臨

ん
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
大
洲
市
誌
編
纂
会
事
務
局

体
常
)
七
百
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
排

水
路
ハ
士
一
一
キ
口
、
道
路
七
士
ニ
キ

ロ
な
ど

ω事
業
に
総
工
費
七
十
一
億

円
を
役
入
し
て
、
地
元
の
匁
野
原
土

地
改
良
区
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す。
現
在
工
事
は
三
分
の
こ
が
お
わ

り
、
こ
こ
数
年
間
に
す
べ
て
の
施
設

を
完
了
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
笠
野

原
台
地
に
夜
明
け
を
通
4

え
る
だ
ろ
う

事
業
の

概
況
この一一事業

は
、
ム
ダ
に

放
出
さ
れ
て

い
た
水
を
ダ

ム
に
貯
-
え
て

畑
地
か
ん
が

い
に
よ
り
効

果
的
な
土
地
利
用
を
図
る
っ
と
、
五

千
四
亘
戸
の
関
係
農
家
が
昭
和
一
干

二
年
に
計
画
し
ま
し
た
。

千
ヘ
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
原
野

hr開
拓
し
、
腕
耕
地
四
千
力
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
含
め
て
、
六
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
耕
地
に
用
水
路
(
国
土
県
@
団

本
地
区
は
、

υ配
(
こ
う
)
は

お
お
む
ね
百
分
の
一
と
い
う
地
形
的

に
は
恵
ま
れ
た
台
地
で
す
が
、
地
下

水
は
四
五
i
百
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、

揚
水
利
用
は
事
実
上
き
ね
め
て
困
難

で
し
た
。
乙
の
よ
う
な
宿
命
を
背
負

年
金
は
二
万
四
千
円
を
二
万
六
千
四
コ

百
円
に
l
そ
れ
ぞ
れ
山
引
き
上
げ
る
こ
一

と
に
な
り
い
ず
れ
も
本
ヰ
十
月
か
ら
一

実

他

さ

れ

ま

す

の

一

⑦
所
得
に
よ
る
制
限
の
緩
和
一

信
社
年
金
を
受
け
る
附
利
が
あ
っ
一

て
も
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
年

金
が
受
汁
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
制

限
額
が
こ
と
し
の
五
月
か
ら
、
年
額

二
土
ハ
万
円
を
一
干
八
万
匂
L
引
き

あ
げ
、
受
給
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

「
干
害
に
恒

グ
農
民
の
声
μ

地
持
で
浸
蝕
さ
れ
や
す
く
、
干
ば
つ

も
受
け
や
す
い
う
え
に
、
強
酸
位
で

極
端
な
燐
酸
欠
乏
土
撲
で
す
。

畑
地

ん

千
八
十
ケ

γ

と
関
係
者
は
み
て
い
ま
す
。

地

域

特

性
の

っ
た
回
台
地
の
農
家
は
、
飲
判
仲
水
や

農
業
用
水
の
不
足
に
加
え
て
、
地
質

は
南
九
州
一
帯
に
分
布
す
る
シ
ラ
ス

台
地
の
気
混
は
、
当
市
に
比
べ
て

平
均
摂
氏
一
・
五
度
一
向
く
、
降
雨
量

も
七
百
ミ
リ
J

位
多
い
が
分
布
が
悪
く

集
中
豪
雨
の
多
い
反
面
、
日
照
り
続

き
も
多
い
し
た
が
っ
て
、
一
度
作
は
甘

し
ょ
、
冬
作
は
麦
、
な
た
ね
と
い
う

m 
ま

つ

の

行

事

(
3日
・

4
同
)

り

施
設
を
」
ま
と
ま
る

極
め
て
午
一
注
性
の
低
い
地
域
で
し
た

戸
が
四
没

、凶
h
l
u
 

推
進

直まきの畑作水稲で増収をはかる

(中央にはスプリシクラー)

ダ
ム
連
設
に
は
、
農
家
一
一
百
余
戸

小
学
校
一
な
ど
が
水
没
す
る
の
で
、

地
区
を
二
分
す
る
激
し
い
反
対
が
あ

り
ま
し
た
が
、
関
係
当
局
の
熱
心
な

説
得
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
一

ま
し
た
。
畑

作

水

稲

畑
へ
普
通
水
稲
を
直
ま
き
し
、
六

日
間
に
一
回
(
日
量
五
ミ
刀
)
ス
プ

リJ
ン
ク
一
フ
l
で
散
水
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
反
収
四
百
二
十
1
四
百
八
十
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
収
獲
を
あ
げ
、
普
通
栽

培
に
比
較
し
て
二
0
1三
O
%
の
増

収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
む
他
の
農
作
物

ど
の
作
目
を
み
て
も
、
潅
水
(
か

を
貸
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
低
所
得
一
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
田
町
業
協
同
組
合
一

世
情
の
自
立
病
一
生
の
ず
思
似
を
山
長
し
、
一
)
の
預
金
口
座
か
ら
様
替
に
よ
っ
て
納
一

生
活
の
安
定
を
一
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
↑
税
す
る
万
法
で
す
。
一

し
た
制
度
で
、
貸
付
の
対
象
は
、
低
所
一
こ
の
万
法
に
よ
り
ま
す
と
納
付
書
が
一

得
者
で
予
期
し
な
い
理
由
な
ど
に
よ
り
一
税
務
署
か
ら
み
な
さ
ん
の
指
定
し
た
金
E

一
時
的
に
所
得
が
低
下
し
、
ま
た
は
や
一
一
融
関
関
に
直
接
送
付
さ
れ
、
預
金
口
座

む
を
得
な
ト
不
時
の
出
費
に
よ
り
生
活
一

石
困
プ
の
湯
合
な
ど
で
、
こ
の
基
金
の
伯
一
か
ら
税
金
に
相
当
す
る
金
額
を
引
き
出

丈
れ
に
よ
っ
て
自
-v更
生
の
期
待
で
き
一
し
て
ト
納
税
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
納
付

一
る
世
情
が
対
象
と
な
る
も
の
で
す
。
一
済
の
領
収
書
は
、
金
融
機
関
か
ら
み
な

一
萎
金
の
貸
付
限
度
額
は
三
万
円
で
、
一
さ
ん
の
お
手
も
と
に
届
け
ム
ぶ
れ
ま
す
。

一
一
一
年
以
内
に
償
還
し
、
無
利
子
で
す
。
一
す
で
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る

一
く
わ
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
民
生
一
ひ
と
は
、
た
い
へ
ん
便
利
だ
と
好
評
で

一
委
員
か
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
(
一

一

一

す

。

便

利

だ

と

い

わ

れ

る

点

は

、

納

税

一
市
役
所
内
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
十

一

③

干

害

に

た

い

す

る

恒

久

的

な

襲

主

童

書

金

制

度

を

統

一

し

て

、

互

い

。

一

の

た

び

に

話

題

に

出

む

か

な

ぐ

て

一
妻
、
毎
年
繰
り
返
さ
な
い
よ
っ
、
一
拡
大
気
童
、
資
金
を
総
合
的

i
l
i
-
-
l
一
現
金
の
出
し
入
れ
や
応
対
の
わ

Zわ

万
全
の
対
策
を
し
て
ほ
し
い
(
市
久
一
運
用
す
る
ま
に
し
て
ほ
し
い
(
新
一
便
利
な
振
替
一
し
表
な
い
な
ど
で
し
ょ
う
弄
苅

t需
、

柳

沢

地

区

)

一

谷

八

iい
)

一

納

税

一

時

引

引

官

て

♂

④

酪

震

に

比

し

、

和

牛

飼

育

が

助

成

対

一

一

一

象
に
な
ら
な
い
な
ど
、
行
政
面
喜
一
「
愛
の
基
金
」
一
予
定
納
税
額
の
第
一
育
の
予
定
納
税
か
ら
ぜ
ひ
合
利
用
品

手

宅

に

し

な

い

亭

是

認

し

て

ほ

一

制

度

が

発

足

一

期

分

の

納

付

は

七

月

一

さ

い

。

大

洲

税

務

箸

[

U

一

一

三

十

一

日

ま

で

。

山
村
地
区
で
は
、
労
力
の
配
分
や
畑
一
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
と
の
た
一

の
利
用
関
係
で
和
牛
飼
育
が
よ
い
が
一
び
「
愛
の
墨
金
」
制
度
を
は
じ
め
ま
し

郎
農
の
よ
う
な
優
、
吉
置
が
と
れ
な
一
た
。

い
か
(
平
野
、
夜
川
地
円
)
こ
の
制
度
は
、
生
活
に
必
要
な
資
金

タライ競争

調善野球大会

水七民踊大会

七夕かぎり大会

噴水

撮影大会

(~日 }llまつり行事など〉
4日… 水着モデル。プラヌパシド吹奏(4日)

O 花火大会
0うかいとかがり火燃やし

0
0
0
0
0
0
 

ふ
る
っ
て
市
誌

賛
助
員
に

希
亡日
三E

盛お

E乏

業

"'.. 

て

る

も後
継
者
結
婚
相
談
所
設
け
る

優
位
に
あ
る
立
地

条
件

/ 

結
婚
と
挙
式
の
ご
相
談
は

市
結
婚
相
談
所
へ
(
市
公
会
堂
和
室
)

こ
の
よ
う
な
実
情
を
当
市
と
比
較

し
て
み
る
と
、
開
発
予
定
地
の
ほ
と

ん
ど
の
立
地
条
件
は
優
位
に
巴
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
豊
富
な
肱
川
の
水

を
利
用
し
開
発
さ
れ
る
畑
、
既
耕
地

へ
の
か
ん
が
い
に
よ
っ
て
、
農
業
経

営
の
革
命
を
な
し
と
げ
る
こ
と
は
、

さ
ほ
芝
困
難
な
こ
と
と
は
思
わ
れ
ま

せ
ん
。

時
間
は
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

で
す
。

米

沢

サ

フ

常
勤
所
員



惜

阪

仇

私

性

偲

惚

肢

批

協

の
も
、
乙
の
七
・
八
月
で
す
。
ち
ょ
っ
で
⑮
水
泳
後
は
、
ま
水
で
か
ら
だ
や
目
を
一
⑦
常
に
指
導
者
、
監
視
者
を
申
心
に
統

寸
i
l
l
l一
と
の
不
注
意
や
ゆ
だ
ん
か
ら
痛
ま
し
い
一
洗
う
。
一
制
を
保
ち
、
規
律
あ
る
行
動
を
と
ら
一
マ
ぃ
?
¥

-
E
F

一

犠

牲

者

を

出

し

て

お

り

ま

す

。

と

く

に

一

一

せ

る

。

一

日

R
Wノ
一

水

泳

を

す

る

者

、

ま

た

そ

の

指

導

者

や

一

水

泳

指

導

者

・

一

実

常

の

場

合

の

処

置

を

、

参

加

者

に

で

こ

-

o
待

監

視

在

、

次

の

、

韓

を

よ

く

守

り

、

一

監

視

者

の

心

得

一

熟

知

喜

る

。

一

ヲ

命

、

、

水

の

事

放

を

な

く

し

ま

し

ょ

う

。

一

一

⑨

非

常

の

場

合

の

連

絡

は

警

察

一

一

O
一

4

0

、

心

÷

①

水

泳

湯

官

、

必

ず

水

中

こ

は

い

つ

一

番

、

消

防

二

九

番

へ

急

報

す

る

。

一

M
P
ヨ

一

て

事

前

調

査

を

し

て

選

び

、

そ

の

区

一

一

く

差

水

泳

者

の

心

得

-

t

』

d

』

一

l

l

i

l

i

-

-

一

‘

、

(

川

①

決

め

ら

れ

た

湯

所

・

時

間

以

外

に

は

一

雪

明

示

す

る

。

一

ふ

ん

尿

処

理

一

泊

同

②

降

下

の

あ

る

年

雲

と

い

っ

一

錯

し

官

臨

時

十

一

は

適

正

に

一

よ

ぽ

仰

に

一

世

E

し

ょ

に

戸

守

。

一

す

る

。

一

最

近

、

蓄

や

に

わ

と

り

な

ど

の

多

一

4

E

I

③
家
族
に
行
き
先
・
同
行
者
・
帰
喜
一
③
健
康
診
断
で
、
不
適
者
は
参
加
さ
せ
一
頭
羽
飼
育
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
一

百
戸

o者
刻

を

知

ら

せ

て

か

り

を

。

一

な

い

。

一

ふ

ん

尿

の

処

理

方

法

が

問

題

に

な

っ

て

一

一E
一

一

『

④

病

気

中

・

空

腹

時

・

食

後

・

激

し

い

一

④

参

加

人

員

・

性

別

・

水

泳

能

力

に

応

一

い

ま

す

。

一

Y

F

o
泳

運

動

の

直

後

な

ど

に

誌

が

な

い

。

了

τ必
要
な
指
導
者
・
護
者
五
農
作
物
語
桑
園
な
ど
の
施
肥
一

G
〉
に
⑤
水
に
は
い
る
前
に
は
必
ず
準
備
運
動
一
保
し
、
指
導
組
織
を
宮
、
責
任
分
に
利
用
す
る
こ
と
が
最
も
よ
い
処
理
方

，、
c寸
を

す

る

。

一

担

を

朗

ら

か

に

す

る

。

一

法

で

す

が

、

つ

い

手

近

か

に

あ

る

河

川

A
U

一
⑥
徐
々
に
か
ら
だ
を
ぬ
ら
し
て
か
ら
水
一
⑤
救
助
用
具
、
救
急
董
聞
を
霊
し
て
一
や
下
水
路
な
ど
に
捨
て
る
こ
と
足
る

「
i
l
l・
⑦
ひ
と
り
量
れ
て
泳
一
が
な
い
、
一
⑥
水
泳
開
始
前
後
に
は
必
ず
点
呼
し
、
一
は
明
ら
か
に
不
快
感
を
与
え
る
こ
と
は

水
に
親
し
む
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
一
③
議
中
に
わ
る
ふ
ざ
け
を
し
な
い
。
一
筆
も
時
々
点
検
し
て
人
望
確
実
一
も
ち
ろ
ん
、
環
境
衛
生
上
も
よ
く
た
い

た
。
子
ど
も
の
水
の
事
務
多
く
な
る
⑨
長
時
閣
に
わ
た
っ
て
泳
が
な
い
。
一
に
つ
か
ん
で
お
く
。
一
こ
と
で
大
衆
に
た
い
へ
ん
迷
惑
を
か
け

呈

lil--E=jel--Elf--=11Ez---fL===17

一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ふ
ん
尿
は
捨
て

乙
の
行
事
伊
静
か
に
見
守
っ
て
い
ま
し
一
な
い
で
一
適
正
な
処
理
を
す
る
よ
う
に
し

た

。

一

ま

し

ょ

う

。; 
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(2) 昭和 43年 7尽 25日朝菟諸王T行

清

水

龍

太

郎

君

の

作

)

今
年
は
あ
た
か
も
明
治
百
年
に
当
一
阿
蔵
八
幡
神
社
南
麓
の
常
磐
井
家
化
の
吸
収
な
ど
に
よ
る
高
い
識
見
を

た
り
ま
す
の
で
、
乙
の
欄
で
も
そ
れ
は
代
々
八
幡
神
社
神
臓
を
勤
め
ら
れ
も
っ
て
尊
主
開
箇
を
信
念
と
し
て
育

問
に
関
孫
の
あ
る
先
賢
の
璽
掴
や
遺
跡
て
い
ま
す
が
、
乙
こ
に
家
塾
亘
書
一
英
に
心
を
傾
け
ま
し
た
。
良
師
を
得
-

を
た
ず
ね
る
乙
と
も
意
義
の
あ
る
こ
を
創
ら
れ
た
の
は
約
一
一
一
百
年
前
の
貞
た
門
弟
に
は
績
の
可
能
性
が
あ
り
一

i
新
刊
図
書
案
内
ー

と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
以
後
数
回
に
事
、
元
禄
の
こ
ろ
兵
頭
正
秀
の
時
と
明
治
維
新
の
大
変
革
に
雄
躍
し
た
先
一
白
)
か
〈
れ
た
偉
人
の
伝
記
(
和
田
伝
)

古
学
堂
跡
わ
た
っ
て
手
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
戻
頭
賢
の
気
慨
や
行
動
は
想
像
し
た
存
了
芳
野
の
キ
リ
ジ
タ
ン

こ
れ
ら
-
を
記
す
に
あ
た
っ
て
、
ま
守
敬
、
常
磐
井
厳
文
(
い
か
し
ほ
こ
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
乙
れ
を
み
一

2

苧
を
せ
お
っ
た
巡
礼

阿

蔵

甲

一

八

四

六

一

ず
第
一
に
頭
に
浮
ん
で
く
る
の
は
、
兵
頭
を
常
磐
井
と
改
姓
)
等
を
経
て
で
も
教
育
、
学
聞
は
種
々
の
施
策
に
一

3

わ
ら
じ
が
け
村
長

常

磐

井

有

実

氏

一

明

治

維

新

に

活

躍

先

行

し

な

け

れ

ば

一

4

砂
漠
は
み
ど
り
に

緩

騒

綴

錨

額

獲

灘

↑

し

た

人

才

の

教

育

な

ら

な

い

、

大

切

一

5

生
ま
れ
か
わ
る
大
地

麟
麟
川
明
一
品
目
詰
二
百
年
続
く
私
塾
長
芝
川
信
号
村

鱒

機

麟

鞠

糊

即

対

一

す

。

ま

す

の

一

。

。

り

ん

む

の

神

さ

ま

轍
鰯
麟
舗
麟
の
拘
一
勤
王
、
行
政
家
武
田
敬
孝
、
函
館
常
磐
井
精
文
(
〈
わ
し
ほ
乙
)
の
明
邸
内
は
約
一
一
一
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一

9

ふ
る
さ
一
シ
の
満
月

購
機
繍
繍
醐
糊
わ
F

M

川
五
稜
一
都
の
審
判
家
で
あ
る
そ
の
弟
武
治
九
年
に
至
る
代
々
一
盲
年
の
長
い
そ
の
東
南
端
に
あ
る
寄
棟
造
り
の
白
一
一
山
天
竜
川
に
か
け
た
い
の
ち

輔
瞬
欄
轍
鵬
麟
欄
た
壮
一
回
成
章
、
西
洋
医
学
者
三
瀬
諸
淵
、
期
間
も
続
い
た
全
国
で
も
稀
に
み
る
援
二
階
建
て
の
文
庫
は
当
時
の
面
影
一
日
)
電
気
の
学
校
(
遠
藤
耕
喜
)

麟
麗
畿
阻
堂
出
一
尊
語
、
歌
人
巣
丙
式
部
、
大
型
私
塾
で
し
た
。
中
で
も
明
治
維
新
に
を
し
の
ぶ
貴
重
な
震
で
す
。
ま
た
一

1

雲

監

事

し

ら

べ

る

鵬
鵬
醐
鵬
機
鱗
活
学
え
一
大
参
事
山
本
尚
徳
な
ど
は
、
い
ず
れ
活
躍
し
た
前
記
の
門
人
等
の
童
英
に
同
家
に
は
当
時
の
書
籍
三
千
数
百
冊
一

2

電
気
の
旅

繍
鱒
機
臨
時
同
一
も
古
学
堂
門
下
生
で
、
こ
れ
ら
の
名
当
た
っ
た
厳
支
は
、
豪
放
か
っ
著
書
品
な
ど
多
数
保
存
さ
れ
て
い
ま
一

3

力
の
も
と
と
な
る
電
気

鱗

離

藤

維

て

央

一

を

あ

げ

た

だ

け

で

も

、

古

学

堂

の

価

性

格

で

、

入

門

者

に

つ

い

て

も

士

農

す

。

一

4

か
っ
ゃ
く
す
る
モ
ー
タ
ー

議

麟

騨

欝

沼

育

中

一

一

5

ひ
ろ
〈
役
立
つ
電
気

磯

繍

関

鱗

明

を

(

一

個

は

大

洲

で

の

千

鈎

皇

室

一

玄

え

工

商

、

年

齢

を

関

わ

ず

入

門

暮

し

(

裏

書

会

教

育

課

)

一

6

す
ば
ら
し
い
電
子
の
働
き

麟

舗

轍

}

一

ま

す

。

警

の

菌

学

の

深

い

造

記

事

西

洋

文

7
宇
宙
は
電
波
で
い
っ
ぱ
い

議

一

二

議

H
H
H
H
I
l
l
-
-日
N
I
H
I
l
i
-
-
H
H
I
N
I
l
l
i
-
-

一

8

正
し
い
電
気
の
使
い
方

議

襲

¥

百

三

効

)

一

一

た

か

た

は

、

審

査

を

受

け

て

く

だ

さ

り

の

駅

へ

お

気

軽

る

に

お

問

い

合

わ

せ

否

定

語

審

議

た

か

し

よ

い

ち

肯
発
表
と
賞
I
本
人
あ
て
通
知
す
る
と
一
銃
砲
刀
剣
一
ぃ
。
刀
剣
類
を
費
し
た
か
た
は
至
急
く
だ
さ
い
。
国
鉄
四
国
支
社
了
登
一
一
呂
遺
跡
の
な
ぞ

と

も

に

本

紙

で

発

表

し

ま

す

。

ま

た

一

審

査

登

録

一

に

警

察

へ

発

冨

屈

を

出

し

て

審

査

を

受

一

2

北
京
一
原
人
の
な
ぞ

優

秀

作

品

に

は

協

会

支

部

長

か

ら

表

一

一

け

て

く

だ

さ

い

。

一

3

黄
金

ω国
と
な
ぞ
の
文
学

彰
と
記
念
品
を
贈
る
と
と
も
に
、
大
一
県
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度
の
銃
一
不
法
所
持
の
刀
剣
類
の
な
い
よ
う
よ
一

4

砂
漠
と
な
ぞ
の
壁
画

州

市

長

ほ

か

数

名

か

ら

賞

状

と

記

念

一

砲

刀

剣

審

査

登

録

を

次

の

と

お

り

実

施

一

く

気

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

一

5

よ
み
が
え
る
死
の
都

品

を

贈

呈

し

ま

す
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し

ま

す

ロ

警

察

署

へ

発

見

屈

が

出

さ

れ

一

一

6

マ
ン
モ
ス
の
狩
人

マ

日

時

一

7

手
の
あ
る
神
殿
の
秘
筒

一
白
)
国
分
一
太
郎
児
童
文
学
集

ー
す
こ
し
昔
の
話

2
鉄
の
町
の
少
年

3

D
ン
ゴ
畑
の
四
日
間

4
も
う
犬
を
か
つ
て
よ
ろ
し
い

5

シ
ャ
一
フ
の
木
学
校

6

塩
ざ
け
の
う
た

ふ
し
ぎ
な
つ
む
じ
風
(
大
石
真
)

じ
ん
じ
ろ
べ
え
(
筒
井
敬
介
)

徳
川
家
康
名
一
言
集
(
桑
田
忠
親
)

歴
史
名
古
集
日
本
編
(
岡
田
章
雄
)

深
夜
の
急
行
列
車
(
白
木
茂
訳
)

と
も
し
ぴ
は
か
す
か
な
れ
ど
(
服
部

ま
ご
こ
ろ
星
は
天
使
の
星
(
滝
沢
譲

せ
ん
に
ん
の
ひ
み
つ
(
斎
藤
了
一
)

ト
ン
子
ち
ゃ
ん
の
ア
フ
刀
カ
ぼ
う
け

ん

(

谷

真

介

)

車
の
い
ろ
は
空
の
い
ろ
へ
あ
ま
ん
き
み
乙
)

市

〈
南
中

大
洲
市
指
定
史
跡

所
在
地

所
有
者

を防

募犯

集画

社
会
教
育
委
員
な
ど
き
ま
る

吻刊

口

社

会

教

育

委

員

。
松
田
寿
雄

O
田
中
宗
一
雄
O
矢
野
ハ

y
コ
O
松
本
正
一

O
矢
野
一
久
夫
O
安

達
鶴
一
郎
O
宮
本
春
吉
O
宮
一
元
数
美

O
森
本
定
満

O
立
花
友
一

O
米
沢
五

郎
O
山
中
重
雄
O
松
原
正
一

O
上
回

安
範

O
久
保
田
「
訴

7三

ふ
さ

蔵
川
で
お
田
植
え
式

今
生
度
の
宮
中
新
嘗
祭
(
に
い
な
め
一
事
、
そ
れ
に
地
元
の
さ
お
と
め
た
ち
が
一

1
)
に
お
米
を
献
上
す
る
農
家
に
、
蔵
一
そ
ろ
い
の
伊
予
が
す
り
に
ピ
ン
ク
と
臼
一

川
の
大
門
常
勝
さ
ん
l
六
二
ー
が
決
ま
一
の
た
す
き
姿
で
約
一
ア
ー
ル
の
水
田
に
一

り
、
六
月
十
四
日
現
地
で
お
田
植
え
式
一
農
林
二
十
二
号
の
苗
を
一
本
一
本
た
ん
一

が

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

一

ね

ん

に

植

え

ま

し

た

。

一

式
に
は
祭
主
の
宝
夏
は
じ
め
、
一
同
地
区
は
よ
い
米
の
と
れ
る
こ
と
で
一
口
文
化
財
専
門
委
員

尾
上
議
長
、
渦
尻
農
協
長
、
県
か
ら
野
一
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
新
嘗
祭
に
献
一

O
森
本
定
漏
O
山
内
寿
延
O
植
木
秀

村
副
知
事
、
矢
野
松
山
県
事
務
所
長
ら
一
穀
ず
る
の
は
当
市
で
初
め
て
の
こ
と
。
一
幹
O
桜
井
久
次
郎
O
宮
元
数
美
♀
両

約
四
十
人
が
出
席
、
神
事
の
あ
と
献
穀
一
お
田
植
え
式
に
は
地
元
蔵
川
小
・
中
学
一
井
政
生

σ亀
岡
忠
茂
O
大
中
保
行
。

者
大
門
さ
ん
や
村
上
市
長
、
野
村
副
知
-
生
苔
約
二
百
人
が
見
学
、
古
式
豊
か
な
一
芳
我
幸
正
O
土
居
泰
正
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円後

車

中・高年齢者の活用を.ノ
一入手不足を解消するためにー

融

資

で

市

有

展

に

つ

く

す

上

手

な

旅

行

に

臨

時

列

車

7月を「中・高年齢者雇用促進強調月間Jとして
就職促進の一層の推進をはかつております。

お申込みご相談は

大洲公共職業安定所へ

電話④-3 1 9 1 
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